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本資料に記載されている、アンリツの現在の計画、戦略、確信などのうち、歴史的事
実でないものは将来の業績等に関する見通しであり、リスクや不確実な要因を含んで
おります。将来の業績等に関する見通しは、将来の営業活動や業績に関する説明にお
ける「計画」、「戦略」、「確信」、「見通し」、「予測」、「予想」、「可能性」
やその類義語を用いたものに限定されるものではありません。実際の業績は、さまざ
まな要因により、これら見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきく
ださい。

実際の業績に影響を与えうる重要な要因は、アンリツの事業領域を取り巻く日本、米
州、欧州、アジア等の経済情勢、アンリツの製品、サービスに対する需要動向や競争
激化による価格下落圧力、激しい競争にさらされた市場の中でアンリツが引き続き顧
客に受け入れられる製品、サービスを提供できる能力、為替レートなどです。

なお、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定されるものではありません。また、
法令で求められている場合を除き、アンリツは、あらたな情報、将来の事象により、
将来の見通しを修正して公表する義務を負うものではありません。

注 記
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１. 事業概要

PQA : Products Quality Assurance

PQA 23% 

通信計測 66% PQA
22% モバイル 51% ネットワーク・インフラ 30% エレクトロニクス 19%

通信計測事業
ネットワーク社会の進化・発展

PQA事業
食の安全・安心

環境計測事業

（セグメント別売上比率）
2023年3月期 実績（連結）： 1,109億円

X線検査機
金属検出機
重量選別機

EV・バッテリ向け試験
ローカル5G、プライベート5G
道路、ダム・河川等のモニタリング

モバイル市場 ： 5G、5G利活用
ネットワーク・インフラ市場 ： データセンター、光NW、無線NW
エレクトロニクス市場 ： 基地局建設保守、電子部品、無線設備

米州 24% EMEA 18%アジア他 43%

日本 14% 米州 28% EMEA 20%アジア他 38%
2024年3月期 （4-12月）実績

モバイル 43% ネットワーク・インフラ 36% エレクトロニクス
21%

2024年3月期 （4-12月）実績（連結）： 778億円

通信計測 65%

その他

センシング
＆デバイス

その他

その他
6%

その他
6%

環境計測
6%

環境
計測
6%

日本 15%

（通信計測事業 地域別売上比率）
2023年3月期 実績
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２-１. 連結決算概要 - 業績サマリー -

国際会計基準(IFRS)

（注）値はそれぞれの欄で四捨五入（前年同期比増減額を除く）

前年同期比 受注：5％減、売上：5%減収、営業利益：35%の減益、当期利益：37%の減益

（単位：億円）

前第３四半期
連結累計期間
(4-12月)実績

当第３四半期
連結累計期間
(4-12月)実績

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率(%)

受注高 840 800 △ 40 △5%

売上高 817 778 △ 39 △5%

営業利益 80 52 △ 28 △35%

税引前利益 88 56 △ 32 △36%

当期利益 63 39 △ 24 △37%

当期包括利益 90 68 △ 22 △25%
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通信計測とPQAは前年同期比減収減益、環境計測は増収増益
２-２. 連結決算概要 - 事業別売上高・営業利益 -

PQA : Products Quality Assurance

（注1）値はそれぞれの欄で四捨五入（前年同期比増減額を除く）
（注2）調整額にはセグメント間取引消去、各事業セグメントに配分していない全社費用が含まれています。

国際会計基準(IFRS)

（単位：億円）

前第３四半期
連結累計期間
(4-12月)実績

当第３四半期
連結累計期間
(4-12月)実績

前年同期比
増減額

前年同期比
増減率(%)

通信計測
売上高 548 509 △ 39 △7%
営業利益 78 49 △ 29 △37%

PQA
売上高 180 177 △ 3 △2%
営業利益 8 7 △ 1 △8%

環境計測
売上高 38 49 11 30%
営業利益 △ 4 0 4 -

その他 売上高 51 43 △ 8 △15%
営業利益 5 4 △ 1 △19%

調整額 営業利益 △ 8 △ 9 △ 1 -

合計
売上高 817 778 △ 39 △5%
営業利益 80 52 △ 28 △35%
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3Q(10-12月)営業利益率：通信計測 10.0%、PQA 7.6％、環境計測 9.8%
２-３. 連結決算概要 - 四半期毎 売上高・営業利益 -

売上高 営業利益
（注）値はそれぞれで四捨五入

億円
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２-４. 事業別営業概況

セグメント 2024年3月期（4-12月）の状況
通信計測：世界的な物価、人件費上昇等で止まっていた設備投資が再開も、

投資への慎重姿勢が継続
固定ネットワークの高速化需要は順調

モバイル アメリカと台湾にて5G開発市場の投資判断に遅れ

ネットワークインフラ グリーンデータセンターや生成AI専用のデータセンターの構築が加速

エレクトロニクス 6G基礎研究がスタート

アジア他・日本 中国の5Gスマホ開発市場の投資停滞

アメリカ 固定ネットワーク高速化への投資は順調
生成AI等の好調によりデータセンター市場が活況

PQA：欧米の食肉市場は減速も、加工食品市場が堅調

環境計測：EV・バッテリ向け試験装置の需要が堅調
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前年同期比 通信計測：10％減、PQA：3％減、環境計測：17％増
２-５. 受注高推移

（注）値はそれぞれで四捨五入
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２-６. 地域別売上高推移

億円

（注）値はそれぞれで四捨五入
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営業CFマージン率 13.3% 
２-７. キャッシュフロー

（注）値はそれぞれで四捨五入

FY2023（4-12月）
①営業CF：   104億円
②投資CF： △27億円
③財務CF： △62億円
フリーキャッシュフロー
（①＋②）： 77億円

現金同等物期末残高
  397億円

有利子負債高
 73億円

営業CF  104          投資CF △27         財務CF△62

内訳

配当金  △53仕入債務  △14 
  

その他     27

(単位：億円)
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３. 2024年3月期 通期業績予想（連結）

（参考）FY22 実績為替レート       ：１米ドル135円、1ユーロ141円
FY23 1Q-3Q実績為替レート       ：１米ドル143円、1ユーロ155円
FY23 4Q想定為替レート       ：１米ドル140円、1ユーロ150円（注）値はそれぞれの欄で四捨五入（前期比増減額を除く）

2023年10月30日に公表した通期業績予想を下記のとおり修正
配当は、期初計画とおり1株当たり年間40円を予定（期末配当：20円）

（単位：億円）
2023/3期 2024/3期

前期実績
通期予想 前期比

10/30発表 今回発表 増減額 増減率(%)

売上高 1,109 1,115 1,105 △ 4 △0%
営業利益 117 109 101 △ 16 △14%
税引前利益 124 114 106 △ 18 △15%
当期利益 93 85 80 △ 13 △14%

通信計測
売上高 728 710 700 △ 28 △4%
営業利益 109 93 85 △ 24 △22%

PQA
売上高 248 260 260 12 5%
営業利益 13 16 16 3 20%

環境計測
売上高 64 80 80 16 25%
営業利益 1 5 5 4 872%

その他
売上高 69 65 65 △ 4 △6%
営業利益 6 5 5 △ 1 △11%

調整額 営業利益 △ 11 △ 10 △ 10 1 -
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４.当社の取り組みについて

アンリツ株式会社
代表取締役 社長

濱田 宏一
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6G

４-１. 通信計測市場トレンドと事業機会
市場規模

2020 2024

Mobile 
Market

Wireline 
Market

データセンターの高速化、大容量化

IoT/ Automotive 

・Rel.15開発投資

5G Manufacturing
・Sub6GHz向け製造市場

2019

・ミリ波向け製造市場

2021

・Rel.16開発投資

20232022

・Rel.17開発投資

5G 
Utilization 

Market

5G-Advanced

IOWN構想の実現(オール光化)

2025 2026 2027 2028 CY

基地局 (O-RAN/V-RAN)

・Rel.18開発投資
5G Development

2018

・Rel.19開発投資

・O-RAN 基地局製造市場

・ローカル5G
実証実験開始

・スマートファクトリー

・5G搭載車

・CPE(IoTモジュール)

・自動運転

・5Gコンテンツ拡大(メタバース, etc.)

・NTN

・IOWN 1.0    ・IOWN 2.0

・100GE  ・400GE ・800GE         ・1.6TE

・Vision Pro
  (AR/VR)

・RedCap
  チップ開発

・ローカル5G実用化

・ミリ波向け開発投資

・トラック輸送の隊列走行
・ドローン

インド・東南アジアでの
開発・製造市場の立上がり

生成AI、グリーン
データセンター需要
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IOWN3.0
（チップ間光化）

４-２. 標準化動向
CY2024CY2023CY2022 CY2025 CY2026 CY2027

＊Release 19のテーマは2024年3月に決定予定

CY2028CY2021 CY2030～

＊出所：一般公開情報を参考に当社作成

6G
＊Release 20以降の日程はイメージ

サービス
開始予想

★WRC-23 ★WRC-27

IOWN2.0（ボード接続光化）IOWN1.0（APN）

超低遅延＆超大容量＆
超低消費電力

3GPP

IOWN
超低遅延＆大容量＆低消費電力超低遅延

＊APN：All-Photonics Network

3GPP Releaseの主な追加仕様 Release17 Release18 Release19

Network強化 非地上ネットワーク(NTN) AI/MLモデルの配信/転送 FR3(7~15GHz)対応
AI/MLエアーインターフェイス

端末機能強化 電力消費量低減 ミッションクリティカル通信 XR機能強化

産業用IoT 産業用IoT “RedCap”の導入 5Gスマートグリッド UAV/UAM（ドローン/空飛ぶ車）

Automotive V2X サイドリンクCA 3GPPで検討中
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４-３. ITU-RのSG5（第5研究委員会）に加盟

IMT-2030
フレーム

ワークの勧告

策定した
仕様を提出

3GPP

Project Co-ordination Group (PCG)

TSG : Technical Specification Group
RAN : Radio Access Network
CT : Core Network & Terminals
SA : Service & Systems Aspects

TSG RAN
RAN WG1
RAN WG2
RAN WG3
RAN WG4
Radio Performance 
& Protocol Aspects

RAN WG5
Mobile terminal 
conformance testing

TSG CT
CT WG1
CT WG3
CT WG4
CT WG6

TSG SA 
SA WG1
SA WG2
SA WG3
SA WG4
SA WG5
SA WG6

：アンリツが参画している部門

3GPPに加えてITU-Rに参画することで、IMT-2030（6G）の規格策定に貢献
加えて、技術的課題や要件を早期入手することで、高品質な測定ソリューションをタイムリーに提供

研究委員会 (SG: Study Group)
SG1：周波数計画、利用、技術、分配及び監視
SG3：電波伝搬
SG4：衛星系業務
SG5：地上系業務

固定、移動、無線測位、アマチュア及びアマチュア
衛星業務のシステムとネットワークに関する研究

SG6：放送業務
SG7：科学業務

ITU-R

RAG：無線通信アドバイザリグループ

無線通信総会 (RA)

世界無線通信会議 (WRC)
地域無線通信会議 (RRC)

会議準備会合 (CPM)
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主な衛星サービス サービス開始 契約キャリア等
Starlink 2021年 KDDI, Softbank, Docomo, T-Mobile, etc.
Skylo 2024年 Softbank, SORACOM, Telefonica, etc.
AST SpaceMobile 2024年以降 Rakuten, AT&T, Vodafone, etc.
Space Compass 2025年 Docomo, NTT
Globalstar 2000年 2022年末iPhoneからの緊急SOSのみ対応

４-４. NTN（非地上ネットワーク）の動向とアンリツの取り組み

ラジオ コミュニケーションアナライザ
MT8821C

衛星を用いるモバイルサービスやプレサービスが順次
開始されてます。

3GPPが策定している5Gにおいても、Release 17に
てNTN（non-Terrestrial Network）仕様として、地
上ネットワークと衛星ネットワークとの統合が進めら
れています。

MT8821Cは、NTN NB-IoT用の試験ソフトウェアを
搭載することで、NTN仕様で衛星と通信を行うデバイ
スの無線特性の測定が行えます。
当社は、Skylo社のパートナー企業として、同社の
NTNデバイス受入のための試験もサポートしています。

＊出所：一般公開情報を参考に当社作成
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成長戦略の成果を披露

2,000億円企業

Advancing Technologies for A Sustainable Future（仮）
業界をリードする先進的な「はかる」技術で持続可能な未来を創る

130年にわたり先端分野を切り開いてきたアンリツグループの
英知と想像力を発揮し、2030年のビジョン実現に向けた成長を
確かなものとする技術革新を加速。
次世代技術をリードする最新ソリューションと先端テクノロジーを
グループ横断で一堂に展示し、市場におけるリーダーシップと
持続可能な社会実現に向けた貢献を訴求。

光

1981

Techno Plaza 
東京・大阪
名古屋

４-５. Techno Plaza 2025

テーマ

デジタル

Techno Plaza’86 
東京・大阪
名古屋・福岡

1986

Techno Plaza’90 
東京・大阪
名古屋

1990

モバイル

創業100周年

テクノフェア
仙台・名古屋・福岡
高松・広島・札幌

1995

創業110周年

Techno Plaza 2005 
東京・大阪

2005

創業130周年

Techno Plaza 2025
7月・東京開催予定

2025 2030
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